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ミヤイリガイの乾燥に対する抵抗の地域差について（1)

小宮 義孝 飯山 利彦
国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 33年 10月20日受領）

序 論
2. 竜王ITIJ西八幡： A, 1に隣接する凹地。地表殆

ど露出。 5r-10月湛水するも冬期乾燥甚だしい。産出ミ

白木住.rr'rr吸虫の中間宿主てあるミヤイリガイの殺滅に ャイリソfイは殻頂完備している。

判って，そのt1息環境改変を行ってをの目的を達しよう

との傾向は最近木邦において強くなって，既にその一部

は実行に移されている。口木住血吸虫蔓延地におけるミ

ヤイリガイ接，＠溝渠のコンクリ 」ト化，同地方水田の畑

作転換の胞策ないし陥怨等がこれである。一方，之を実

施するに当つては，ミヤイリガイの適応の限界を越えた

をの環境此変を加えることが必須の条件である。

ミヤイリだイが，その環境的諸条件に1といして果して

どのね皮の適応性を有するものであるかについて，未だ

充牙明にされていないが，筆者らはミヤイリガイが，そ

の成境諸条件に対して幾何の適応性を有するかを知る円

的て，まづ乾燥に対する抵抗性の研究を行っている（小

宮ら，1958）が，とれが接息する地域により，をの抵抗

性にJi干の差異のあるととが認められそので以下をれに

ついて報汗する。

実験方法

7~.l設は1958午 3 刀 2 7 日より 6 月 19 日までの12週間に行

った。

;j；：ゴミ験に供されたミヤイリカ、イは立地条件において夫

ノ〈の特徴乍打する奔地において採集した（第1図参照〉。

採集地！ま次のとおりであるが，とれををの状況により

乾燥地区（A）と湿潤地区（B）とに予め大別した。

A. 乾燥地区

1. 中0:1f1'm竜王町西八幡： 雑木の疎生する荒地。

雑l字情生する。降雨により混i問するのみ。産出ミヤイリ

ブfイは伐国完備し大型。

YOSHJTAKA KOMIYA & TOSHIHIKO IIJIMA: 

Local di任erenceof the resistance of Oncome lania 

no soρhara, the vector snail of Schz・stosomaj，αρonふ

cum in Japan, to dryness ( 1 ) (Department of 

Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 

〉一、h』 ；可iii

凡 I___,_,-r- 鉄道

例 lO綴
H

パ
斗
ls

後同地

第 1図宵入貝採集地略図

3. 中巨摩郡白促町J二今諏訪： 淀防と菜園に挟まれ

た溝渠て通水は 6～9月の間稀，砂土地にして乾燥起だ

しい。産出ミヤイリメt1の妓壁は厚く ，妓頂完備。

4. 中Bftjl郡八田村野乍烏 ： 水田中の溝渠であっ

て，6～9月の聞に通水するが，乏札以外の季節は水ほ

澗れている。産出ミヤイリゾfイは妓喧厚く妓頂完備。

B. 湿潤地区

( 42 ) 
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第 1表 地域別ミヤイリガイの苑滅状況

地区名
観察貝数

身延 RIJ"三珠 町 若 草村 境 川村竜7町竜王日J白根町 八 田村 室 温 湿度

各 !DJ 各 回 各 回 各 回 各 国 各 国 各 回 各 LnJ 最高最低最高最低
80ケ 80ケ 80ヶ 40ケ 80ケ 80ケ 80 ケ 80ヶ ー

経過期間 死死滅苑苑減死死滅 死死滅 死死滅 苑死滅死死滅死苑減 oc % % 
（観察月 日） 貝 率 貝 率 貝 率 貝 率 貝 率 貝 率 貝 率 貝 率

;'0 %拓ラ!S' % %弱 ；＇b
第 1週（ 3/IV) 4 5 0 0 8 10 4 10 5 6 0 0 10 12 3 . 3 14. 5 5. 1 67. 5 20. 0 

II 2 (10/IV) 

II 3 (17 /IV) 

II 4 (24/IV) 

II 5 ( 1/V) 

II 6 ( 8/ V) 

II 7 (15/V) 

II 8 (22/V) 

II 9 (29/V) 

II 10 ( 5/Vl) 

II 11 (12/VI) 

II 12 (19/Vl) 

7 8 14 17 27 33 11 28 3 3 1 1 2 2 11 13 18.8 9.5 69.121.0 

22 27 40 50 41 51 14 35 7 8 7 8 4 5 17 21 16.5 10.0 78.5 22.5 

40 50 65 81 63 78 29 72 27 33 19 23 18 22 37 46 27.1 12.0 85,0 22.5 

67 83 75 93 74 92 36 90 42 52 35 43 32 40 62 77 24.5 17.1 70.0 12.01 

76 95 80 100 76 95 40 100 49 61 59 73 44 55 76 95 22.0 15.2 70.0 20.<> 

79 98 80 100 80 100 40 100 67 83 65 81 71 88 79 98 23. 9 14.1 81. 0 20.⑪ 

80 100 80 100 80 100 40 100 78 97 80 100 79 98 80 100 24.0 17.5 82.0 33.0 

80 100 80 100 80 100 40 100 80 100 80 100 79 98 80 100 26.3 21.0 74.0 28.2 

80 100 80 100 80 100 40 100 80 100 80 100 79 98 80 100 29.8 21.5 85.0 55.0・

80 100 80 100 80 100 40 100 80 100 80 100 80 100 80 100 28.5 21.7 84.0 55.0 

80 100 80 100 80 100 40 100 80 100 80 100 80 100 80 100 28. 3 21. 5 90. 0 40. 0 

1. 西八代郡三珠IHJ大塚 ： 当｜｜与湿潤の溝渠。産出ミ

ヤイ リガイは殻頂完備し比較的大型。

2. 中巨摩郡若草村鋭中条 ： 湿原にして常水を湛え

年間乾燥するととなし。産出ミヤイリ ガイは殻頂欠mし

小型にして脆弱。

3. 東八代郡境川村 ：常時通水の溝来口産出ミヤイリ

ガイは殻頂完備している。 中型。

4. 南巨！官郡身延IIIJ 企 ： 草原，地」ミは蘇苔が叢生

しており例年冬期は梢乾燥するとは云え，5～lO月の間

常時湿地となる。産出ミヤイ リガイは妓頂欠損し脆弱。

以上の各地より採集した宮入貝は，充牙水洗後，水を

おむしたシャーレー内に放置し，運動を開始したもののみ

の中各地区犬々成貝（殻長約 5mm以上〉のみ 2.000コ

を選出し，径 15cmの大型シヤL レーに櫨紙を敷き，外

部の水好がなくなるまで乾燥した貝を各シャーレ~ 200 

コづっ計10枚に収めて放置した。

観察は，放置後1週間毎に行い，各地共10枚のシャ ー

レーより夫々 8コ，合計30コを無作志的に1111出し，約 200

ccの水を入れたピーカー内に 2～ 5日開放置後圧潰し

て生死の鑑別を行った。但し境川村て採集を行った貝の

みは採集数が少きに失したため，毎l!il40コの鑑別に止め

た。

本実験中の室温，室内湿皮は 1週間毎の最高，m・低を

記録したく第1表参照〉。

( 43 ) 

実験成績

尖験成績はtrnぷお上び；n2図に示すとおりてある。

各地よりの採集ミヤイリ γイの中， 乾燥に刈・し最も~~

旬。
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いJ底抗力を示したのは，前に湿潤地として牙類した三］米 間，欠損の状態とは関係がない乙とは，ひとしく殻貝の

n!J及び万平村より採集したもので，三珠町のそれは乾燥 完備している三球n!Jc湿潤地〉と「1rnn1sc乾燥地〉との

開始後；4H週て81.3%,us 5週て93.8%，叉知6週以後 間に著しい低抗力のj告がもるとと，および燥l頁の欠Jnせ

はすべて死滅した。汗 1~＇｛村の只は tfH 週にして 78.75 る身延町〈湿潤地〉のをれが， その完備せる三珠町勺；

00，第5週92.5%,24＇~ 6週てぬ.5%が死滅し第7Jlg)以後 〈湿潤地〉の乏れに比しをの瓜抗力がや〉日い傾向にあ

は 10090の死滅が認められた。 る事などが示唆している。

次いて，身延町， 境川村のミヤイリブfイの死滅率が 次にno：担は，然らぼ如何にして，Eの岐，巴地の状況左

目く ，身延町のをれはむ15週において 83.8%，的6週 によりかような111抗性のlJが生じたかというととにある

93 .s%, ~n r週間.8%，出8週以後 100%の死滅が，叉 わけであるが，との点については，とれは或はミヤイリ

境川村のミヤイリ、:.Jlイtご払つ℃は，21S5週において90%, ガイが後天的に乾燥に対する抵抗性社：獲得しそものかも

第6週以後は 100%の可減が認められた。 知れないが，或は乾燥地区にあっては，乾燥に強い貝株

以上ば程潤i也より採集のミヤイリガイの死滅状況であ (Strain）が選択的に生き残った結以て点るかも知れな

ろが，乾燥地区よりのをれは次のとおりである。 いという任！定も一応成立する。とれらの点に関しては史

すなわち乾燥に対し尽－も強い抵抗性を示したのは「1lD に今後実験の結果北めて触れるとととする。

II!Jにおいて採集したミぺFイリプfイて， ~XH 週て、88.8%, なお八旧材のミヤイリてfイは仙の湿i問地の貝に比しを

tn 8～10週は何れも98.8%,Nm週以後死滅率は，はり のJ底抗性においてほとんど差が認められなかったのであ

めて 100%に達した。次いで屯王IHJI, l[の貝て，I るが，とれは同地の採以棲息地が河川に近い尚史でもあ

にあってはヨH 週81.8%,:;n 8週以後 100%の死滅，叉 る関係上おをらく冬期においても相：ヨの滞j問状態が維持

11にあっては釘7週間.8%, ~1~： 8週97.5%，第9週以後 されていたためでもあろうか。

lOOC?o-:1£滅した。

八田村において採集したミヤイ リ ズfイは， ~H 週にお
結 論

いて95.5%，第 7週において98.8%，第8週以後 100% 山梨県の地衣湿度の異る 8地域の宵入貝の吃燥に対す

に述した。た三し当該地のミヤイ リガイの死滅ょがは湿潤 る抵抗性の比較試験を行った。

B：の I~~い各地て採集した貝の死滅率と比し~はみとめら その結果は一般に湿潤）支の高い身延町，三珠町，若草

れない。 村，境川村のは，Q.、地より採取しだミヤイリガイの抵抗性

考 察

以上の成績よりミヤイリ：ザイのi~Z燥に対する fl\-tic性の

地域差竺按ずるに，同一条f'I：下において完全死滅に到る

期間は，最低は三珠町の 6週11て、あり，よ員長は「llfililJの

11週円 てをの問に 5週日の去が認められた。

之を稿詳述するに，湿潤地区の一つの三珠町にたいて

は第 4週ててどの81.3が死滅したのに対し，乾燥地区の一

つの「1mrnrの出4週の死滅ょ終は僅かに22.59oてあり，と

れが 88.8%の死滅には 7週日 主要し，七。木実験におい

て，最も強い抵抗性を示したものと，｛11も%い抵抗性

を示したものの聞には同一死滅本に述するに約2伯に）L[

い乾燥期間の！:iiがみとめられた。叉，桜，息地の湿潤l主の

高い三珠町，身延町，訂ヰ村， 境川村の貝の抵抗性は弱

く，；主に乾燥jえの高い屯E川J[. l［，白恨iHJのそれはm;
抗性強く ，乙の両者には町！に若干のをのぬ抗性の差が認

められるようである。

ーノJ，以上の抵抗性の必~~は，たとえば貝の妓頂の完

( 44 ) 

は乾燥I支のj:';jいむヱ町 l, ][ , r; I収町の出，U地より採取

したそれらに比しょ7干低いととがわかった。

本論文の要行は昭和 33年第 18同日本寄生虫学会東日

本支部大会で発表した。
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Summary 

Oncomelania snail (0. nosoJうhara)from different 

:8 habitats of the endemic area of Yamanashi Pre-

( 45 ) 

199 

fecture were collected and exposed to continuous 

desiccation and their resistance to dryness was 

observed. The results revealed that snails from 

the dried habitats had a rather higher resistance 

to desiccation than those from the wet habitats. 




